
吉
田
律
人
提
出

学
位
申
請
論
文
（
課
程
博
士
）

『
軍
隊
の
対
内
的
機
能
と
国
内
の
治
安
維
持

│
明
治
・
大
正
期
の
災
害
対
応
を
中
心
に
│
』
審
査
要
旨

論
文
の
内
容
の
要
旨

本
論
文
は
、
近
代
日
本
軍
隊
の
創
設
か
ら
昭
和
初
年
に
至
る
間
の
、
軍
隊
の
対
内
的
機
能
の

変
化
、
国
内
の
治
安
維
持
シ
ス
テ
ム
の
形
成
過
程
を
解
明
す
る
こ
と
を
課
題
と
し
、
二
部
構

成
、
一
〇
章
と
補
論
二
、
及
び
序
章
・
終
章
か
ら
な
っ
て
い
る
。

序
章
で
は
、
軍
隊
・
軍
部
、
戒
厳
令
の
研
究
史
を
踏
ま
え
て
、
本
論
の
課
題
を
、
民
衆
・
地

域
社
会
に
対
す
る
軍
隊
の
論
理
、
平
時
の
軍
隊
の
治
安
維
持
機
能
、
消
防
・
警
察
と
の
関
係
、

対
内
的
機
能
の
体
系
化
、
関
東
大
震
災
に
お
け
る
軍
隊
の
役
割
の
解
明
と
い
う
五
点
に
あ
る
と

す
る
。
そ
の
課
題
を
達
成
す
る
た
め
、
震
災
経
験
を
踏
ま
え
て
軍
隊
の
対
内
的
機
能
を
陸
軍
省

─ １ ─



が
体
系
化
し
た
「
治
安
維
持
の
た
め
の
兵
力
使
用
に
関
す
る
参
考
」
に
記
さ
れ
た
五
項
目
の
到

達
点
に
、
ど
の
よ
う
に
し
て
至
っ
た
か
を
あ
き
ら
か
に
す
る
こ
と
が
、
軍
隊
の
治
安
維
持
シ
ス

テ
ム
形
成
過
程
を
解
明
す
る
こ
と
に
つ
な
が
る
と
す
る
。

第
一
部
（
第
一
章
〜
第
五
章
）「
出
兵
制
度
の
成
立
と
展
開
」
で
は
、
明
治
維
新
か
ら
大
正

中
期
、
関
東
大
震
災
前
ま
で
の
時
代
を
対
象
と
し
、
第
二
部
（
第
六
章
〜
第
一
〇
章
）「
関
東

大
震
災
と
日
本
陸
軍
」
で
は
、
関
東
大
震
災
発
生
直
後
か
ら
の
陸
軍
の
対
応
を
詳
細
に
検
討
す

る
。第

一
章
「
明
治
維
新
と
出
兵
制
度
」
で
は
、
政
府
直
轄
軍
、
東
京
鎮
台
創
設
に
伴
い
、
鎮
台

条
例
に
出
兵
制
度
、
地
方
長
官
の
出
兵
請
求
権
が
明
記
さ
れ
た
こ
と
、
さ
ら
に
師
団
制
・
旅
団

制
に
お
い
て
も
鎮
台
条
例
の
規
定
が
継
承
さ
れ
、
地
方
官
の
出
兵
請
求
権
が
継
承
さ
れ
た
こ
と

を
示
す
。
鎮
台
条
例
以
来
、
出
兵
に
関
す
る
規
定
は
大
き
く
変
化
し
な
い
が
、
軍
隊
の
国
内
治

安
維
持
に
果
た
す
役
割
は
、
警
察
と
憲
兵
の
設
置
に
よ
り
、
次
第
に
低
下
し
て
い
く
。

第
二
章
「
東
京
衛
戍
地
の
形
成
」
で
は
、「
衛
戍
」
の
意
味
を
明
ら
か
に
し
つ
つ
、
皇
居
を

─ ２ ─



親
兵＝

近
衛
と
鎮
台
が
二
重
に
取
り
囲
み
、
師
団
制
で
兵
営
所
在
地
は
衛
戍
地
と
な
り
、
軍
事

的
空
間
が
再
編
さ
れ
、
東
京
防
御
総
督
部
条
例
、
東
京
衛
戍
総
督
部
条
例
が
施
行
さ
れ
、
日
比

谷
焼
打
ち
事
件
に
際
し
て
は
衛
戍
条
例
に
基
づ
き
出
兵
す
る
。
警
察
力
の
整
備
に
伴
い
治
安
維

持
の
段
階
的
シ
ス
テ
ム
が
形
成
さ
れ
、
軍
隊
は
治
安
維
持
の
中
心
か
ら
外
れ
て
い
く
が
、
警
察

が
攻
撃
対
象
と
な
っ
た
焼
打
ち
事
件
に
際
し
て
は
シ
ス
テ
ム
に
基
い
て
出
兵
す
る
。
し
か
し
日

比
谷
事
件
後
、
軍
隊
の
治
安
出
動
に
つ
い
て
十
分
な
検
証
と
整
備
が
な
さ
れ
ず
、
衛
戍
総
督
も

廃
止
さ
れ
て
し
ま
っ
た
と
す
る
。

第
三
章
「
災
害
出
動
制
度
の
確
立
」
で
は
、
制
度
自
体
に
踏
み
込
ん
だ
研
究
も
な
い
救
護
活

動
を
検
討
す
る
。
洪
水
や
地
震
な
ど
を
き
っ
か
け
に
軍
隊
の
災
害
出
動
を
求
め
る
声
が
高
ま
っ

て
軍
隊
内
務
書
が
改
定
さ
れ
、
さ
ら
に
大
阪
大
火
を
機
に
一
九
一
〇
年
に
衛
戍
条
例
が
改
正
さ

れ
、
軍
隊
の
火
災
・
水
害
な
ど
の
救
護
活
動
が
制
度
化
さ
れ
る
過
程
を
詳
細
に
明
ら
か
に
し

た
。
た
だ
災
害
出
動
に
は
、
兵
士
の
訓
練
、
軍
隊
自
体
の
防
御
な
ど
、
軍
隊
の
論
理
と
の
矛
盾

が
あ
っ
た
こ
と
も
強
調
さ
れ
る
。
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第
四
章
「
災
害
出
動
制
度
の
展
開
」、
第
五
章
「
政
軍
関
係
の
相
克
」
で
は
、
新
潟
県
高
田

市
を
衛
戍
地
と
す
る
第
一
三
師
団
の
災
害
出
動
を
題
材
と
す
る
。
衛
戍
条
例
改
正
に
伴
い
、
同

師
団
に
お
い
て
も
衛
戍
服
務
細
則
を
制
定
し
、
行
政
・
警
察
と
災
害
時
の
出
動
態
勢
を
協
議
す

る
。
火
災
・
水
害
に
際
し
て
こ
の
細
則
に
基
づ
き
、
積
極
的
に
出
動
し
た
こ
と
が
示
さ
れ
る
。

し
か
し
一
九
一
八
年
の
深
刻
な
雪
害
に
よ
る
信
越
線
不
通
に
際
し
て
は
、
大
規
模
な
出
動
を
求

め
る
鉄
道
当
局
と
地
元
と
、
軍
隊
の
教
育
な
ど
を
重
視
す
る
軍
事
の
論
理
が
対
立
し
、
軍
隊
は

高
田
を
衛
戍
地
と
す
る
こ
と
を
忌
避
す
る
ま
で
に
な
っ
た
と
い
う
。

第
六
章
「
東
京
衛
戍
地
に
お
け
る
災
害
出
動
」
で
は
、
一
九
一
〇
年
八
月
に
関
東
地
方
を
襲

っ
た
洪
水
以
降
の
災
害
出
動
に
つ
い
て
検
証
す
る
。
同
年
の
洪
水
は
東
京
に
も
大
き
な
損
害
を

与
え
、
陸
軍
は
衛
戍
条
例
の
規
定
に
よ
り
出
兵
、
展
開
す
る
。
各
部
隊
か
ら
の
報
告
を
ま
と
め

た
「
水
難
救
援
詳
報
」
に
は
、
軍
隊
は
行
政
・
警
察
と
の
関
係
に
苦
慮
し
つ
つ
救
護
活
動
を
展

開
し
た
様
子
が
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
後
の
大
火
、
洪
水
に
際
し
て
軍
隊
は
活
動
を
展
開
す
る

が
、
警
察
や
消
防
の
充
実
、
軍
縮
の
影
響
な
ど
も
あ
っ
て
衛
戍
総
督
部
が
廃
止
さ
れ
る
。
一
〇
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年
の
衛
戍
条
例
改
定
後
、
災
害
出
動
が
定
着
し
て
い
っ
た
様
子
が
、
興
味
深
い
史
料
に
よ
っ
て

具
体
的
に
記
述
さ
れ
て
い
る
。

第
七
章
「
陸
軍
の
指
揮
命
令
系
統
」
で
は
、
関
東
大
震
災
発
生
直
後
の
在
京
部
隊
の
状
況
、

混
乱
ぶ
り
を
明
ら
か
に
し
、
戒
厳
令
適
用
に
よ
り
関
東
戒
厳
司
令
部
が
設
置
さ
れ
て
指
揮
命
令

系
統
が
確
立
す
る
経
過
を
明
ら
か
に
す
る
。
戒
厳
令
適
用
と
戒
厳
司
令
部
設
置
の
意
義
と
し

て
、
平
時
の
枠
組
み
を
取
り
払
い
、
戒
厳
令
を
施
行
し
て
軍
隊
の
活
動
を
円
滑
化
し
た
こ
と
、

指
揮
命
令
系
統
を
再
構
築
し
て
司
令
部
機
能
を
充
実
さ
せ
た
こ
と
な
ど
を
強
調
す
る
。
震
災
発

生
時
の
東
京
・
関
東
の
陸
軍
各
部
隊
の
状
況
を
明
ら
か
に
し
、
そ
れ
を
前
提
に
震
災
発
生
以
降

の
陸
軍
各
部
隊
の
対
応
を
記
し
、
戒
厳
令
適
用
に
つ
い
て
も
司
令
官
の
動
向
、
中
間
司
令
部
、

部
隊
の
展
開
、
罹
災
地
の
状
況
な
ど
が
具
体
的
に
叙
述
さ
れ
る
。

第
八
章
「
戒
厳
令
の
適
用
と
治
安
維
持
政
策
の
展
開
」
で
は
、
戒
厳
令
の
適
用
か
ら
撤
廃
に

至
る
経
過
を
枢
密
院
会
議
議
事
録
や
関
係
者
の
日
記
な
ど
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
し
、
そ
の
後
の

治
安
維
持
に
ど
の
よ
う
に
生
か
さ
れ
た
の
か
を
検
討
す
る
。
戒
厳
令
は
、
朝
鮮
人
・
中
国
人
虐
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殺
の
文
脈
か
ら
評
価
さ
れ
て
き
た
が
、
そ
れ
は
単
な
る
朝
鮮
人
対
策
で
は
な
く
地
域
全
住
民
に

対
す
る
強
制
権
の
発
動
で
あ
る
と
い
う
見
解
に
基
づ
き
、
適
用
過
程
、
適
用
の
功
罪
を
明
ら
か

に
し
、
戒
厳
令
が
長
期
化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
軍
隊
へ
の
過
度
の
依
存
、
軍
事
の
論
理
と
の
矛

盾
も
生
じ
て
い
た
こ
と
を
指
摘
す
る
。
解
除
後
に
設
置
さ
れ
た
東
京
警
備
司
令
部
が
、
震
災
の

経
験
を
反
映
し
た
「
警
備
勤
務
参
考
書
」
を
作
成
す
る
な
ど
、
震
災
経
験
が
生
か
さ
れ
て
い
っ

た
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
。

第
九
章
「
軍
事
動
員
と
非
罹
災
地
の
動
向
」
で
は
、
新
潟
県
駐
屯
第
一
三
師
団
の
震
災
出
動

の
経
過
に
加
え
、
地
元
各
新
聞
の
記
事
に
よ
り
、
錯
そ
う
す
る
情
報
に
つ
い
て
明
ら
か
に
し
て

い
る
。
新
聞
社
が
朝
鮮
人
暴
動
を
あ
お
る
よ
う
な
記
事
を
出
す
の
に
対
し
、
師
団
関
係
者
が
抑

制
的
で
あ
っ
た
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
第
一
〇
章
「
横
浜
市
の
警
備
体
制
」
で
は
、
市
内
に
部

隊
を
持
た
な
い
横
浜
に
お
い
て
軍
隊
の
救
護
活
動
・
治
安
維
持
が
ど
の
よ
う
に
展
開
さ
れ
た
の

か
を
検
討
す
る
。
そ
の
経
験
を
踏
ま
え
、
市
当
局
・
市
民
と
も
連
隊
誘
致
活
動
を
展
開
す
る

が
、
軍
縮
の
中
で
実
現
し
な
か
っ
た
こ
と
を
示
す
。
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補
論
１
「
関
東
大
震
災
と
陸
軍
法
務
官
の
活
動
」
で
は
、「
神
奈
川
方
面
警
備
部
隊
法
務
部

日
誌
」
に
よ
り
、
部
隊
設
置
の
経
過
、
治
安
状
況
に
つ
い
て
の
紹
介
を
行
い
、
補
論
２
「
陸
軍

の
震
災
記
録
」
で
は
、
陸
軍
が
二
三
年
一
一
月
に
各
部
隊
に
「
震
災
関
係
業
務
詳
報
」
を
作
成

提
出
す
る
こ
と
を
命
じ
、
そ
の
一
部
分
が
陸
軍
の
沿
革
誌
や
自
治
体
の
震
災
誌
に
反
映
さ
れ
て

い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

終
章
で
は
、
ま
ず
震
災
後
に
治
安
維
持
シ
ス
テ
ム
が
整
備
さ
れ
て
い
っ
た
こ
と
を
示
し
、
つ

い
で
本
論
の
冒
頭
に
述
べ
た
「
治
安
時
の
為
の
兵
力
使
用
に
関
す
る
参
考
」
に
戻
り
、
明
治
初

年
以
来
の
治
安
出
動
の
仕
組
み
、
自
治
体
・
警
察
・
消
防
な
ど
と
の
関
係
、
国
民
と
の
関
係
に

つ
い
て
論
じ
、
さ
ら
に
軍
隊
の
対
内
的
機
能
の
変
遷
を
ま
と
め
る
。

論
文
審
査
の
結
果
の
要
旨

本
論
文
は
、
近
代
日
本
軍
隊
の
対
内
的
機
能
に
つ
い
て
、
民
衆
運
動
抑
圧
・
治
安
維
持
の
側
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面
の
み
が
注
目
さ
れ
て
き
た
の
に
対
し
、
救
護
活
動
に
も
注
目
し
、
救
護
・
治
安
維
持
な
ど
軍

隊
の
対
内
的
機
能
を
全
体
と
し
て
取
り
上
げ
、
明
治
維
新
期
か
ら
制
度
的
に
完
成
す
る
昭
和
初

年
ま
で
を
対
象
と
す
る
。
対
内
的
機
能
の
基
本
的
な
制
度
的
枠
組
み
、
細
則
、
そ
れ
に
基
づ
い

て
行
わ
れ
た
実
際
の
運
用
、
軍
隊
出
動
に
対
す
る
官
民
の
反
応
と
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
ま
で
を
考

察
す
る
。

論
者
は
、
日
本
軍
隊
の
対
内
的
機
能
の
形
成
に
つ
い
て
、
四
つ
の
画
期
を
指
摘
す
る
。
鎮
台

と
し
て
の
直
轄
軍
隊
創
設
前
後
は
、
軍
隊
が
治
安
維
持
全
般
を
担
わ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
が
、

統
治
機
構
が
形
成
さ
れ
る
明
治
中
期
に
は
警
察
・
消
防
・
憲
兵
が
次
第
に
充
実
さ
れ
て
機
能
が

分
化
し
、
陸
軍
に
も
師
団
制
が
導
入
さ
れ
て
対
外
的
役
割
を
中
心
に
す
る
よ
う
に
な
り
、
対
内

的
機
能
が
後
退
す
る
。
し
か
し
、
明
治
中
期
以
降
も
大
規
模
な
災
害
に
際
し
て
は
、
近
傍
に
衛

戍
し
て
い
る
軍
隊
に
対
す
る
官
民
の
期
待
は
高
く
、
ま
た
「
衛
戍
」
の
観
点
か
ら
も
軍
隊
は
災

害
出
動
を
展
開
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
こ
う
し
た
経
験
を
経
て
一
九
一
〇
年
に
衛
戍
条
例
が

改
正
さ
れ
て
災
害
出
動
が
明
文
化
さ
れ
、
各
衛
戍
地
に
お
い
て
細
則
が
作
成
さ
れ
、
地
方
官
民
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と
協
議
し
つ
つ
運
用
さ
れ
て
い
っ
た
。
関
東
大
震
災
の
出
動
は
全
国
的
規
模
と
な
り
、
長
期
化

し
、
種
々
の
問
題
を
生
じ
た
。
治
安
維
持
・
災
害
出
動
の
最
後
の
手
段
と
し
て
の
軍
隊
に
対
す

る
期
待
が
高
ま
る
一
方
、
軍
隊
は
そ
の
経
験
を
総
括
し
、
警
備
体
制
が
見
直
さ
れ
、
昭
和
初
年

に
は
軍
隊
の
対
内
的
機
能
が
、
ほ
ぼ
完
成
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

こ
う
し
た
対
内
的
機
能
の
形
成
を
歴
史
的
に
解
明
す
る
と
と
も
に
、
軍
隊
は
そ
の
行
使
に
際

し
て
一
貫
し
て
警
察
・
消
防
な
ど
地
方
行
政
組
織
の
役
割
を
尊
重
し
て
抑
制
的
で
あ
っ
た
こ

と
、
自
ら
を
最
後
の
手
段
と
し
て
い
た
こ
と
、
国
民
を
存
立
基
盤
と
す
る
軍
隊
と
し
て
国
民
を

尊
重
し
、
武
器
使
用
に
つ
い
て
は
極
め
て
慎
重
で
あ
っ
た
こ
と
、
さ
ら
に
災
害
時
に
官
民
か
ら

軍
隊
の
役
割
に
対
す
る
期
待
が
高
ま
る
の
に
対
し
て
、
兵
士
の
教
育
の
遅
れ
や
統
帥
権
問
題
な

ど
に
よ
り
、
往
々
に
し
て
軍
隊
の
論
理
と
官
民
の
期
待
と
の
間
に
齟
齬
が
生
じ
た
こ
と
な
ど
が

強
調
さ
れ
る
。

本
論
文
が
評
価
さ
れ
る
の
は
、
以
下
の
諸
点
で
あ
る
。
第
一
に
、
軍
隊
の
対
内
的
機
能
に
着

目
し
、
軍
隊
創
設
時
か
ら
そ
の
機
能
が
制
度
的
に
も
実
質
的
に
も
完
成
す
る
一
九
三
〇
年
頃
ま
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で
を
、
多
面
的
に
、
通
史
的
に
明
ら
か
に
し
た
。
第
二
に
、
明
治
中
後
期
の
災
害
出
動
を
踏
ま

え
、
一
九
一
〇
年
の
衛
戍
条
例
改
正
に
よ
っ
て
対
内
的
機
能
の
仕
組
み
が
ほ
ぼ
形
成
さ
れ
た
こ

と
を
明
ら
か
に
し
た
。
第
三
に
、
震
災
直
前
の
首
都
東
京
の
軍
事
的
空
間
を
明
ら
か
に
し
、
そ

れ
を
前
提
に
震
災
に
お
け
る
軍
隊
の
救
護
活
動
・
治
安
維
持
活
動
を
詳
細
に
明
ら
か
に
し
た
。

第
四
に
、
制
度
を
正
確
に
追
う
と
共
に
、
実
態
・
内
容
も
詳
細
に
明
ら
か
に
し
た
。
第
五
に
、

民
衆
運
動
抑
圧
・
治
安
維
持
組
織
と
し
て
マ
イ
ナ
ス
イ
メ
ー
ジ
で
語
ら
れ
る
こ
と
の
多
い
日
本

軍
隊
に
つ
い
て
、
災
害
出
動
な
ど
国
民
生
活
を
守
る
後
衛
と
し
て
の
軍
隊
の
役
割
・
機
能
を
全

体
と
し
て
提
示
し
た
。

こ
う
し
た
点
で
高
く
評
価
で
き
る
が
、
論
者
も
気
づ
い
て
い
る
よ
う
に
、
も
っ
と
も
大
き
な

問
題
は
、
軍
隊
の
本
質
的
な
役
割
が
前
面
に
出
て
く
る
場
合
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
対
外
的
な
緊

張
が
生
じ
て
「
平
時
」
で
は
な
く
な
っ
た
場
合
、
軍
隊
は
対
内
的
問
題
に
対
し
て
ど
の
よ
う
に

対
応
す
る
か
で
あ
る
。
著
名
な
の
は
一
九
四
四
年
一
二
月
の
昭
和
東
南
海
地
震
で
あ
る
が
、
軍

は
こ
の
地
震
の
被
害
を
出
来
る
だ
け
隠
し
、
そ
の
後
の
余
震
の
被
害
を
大
き
く
し
た
と
い
わ
れ
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る
。
こ
う
し
た
戦
時
の
対
内
的
機
能
も
含
め
て
、
軍
隊
の
機
能
・
役
割
を
論
じ
な
け
れ
ば
、
反

対
に
「
片
手
落
ち
」
と
い
う
非
難
を
免
れ
な
い
で
あ
ろ
う
。

そ
の
ほ
か
、「
軍
事
的
空
間
」
と
い
う
概
念
も
魅
力
的
な
の
で
は
あ
る
が
、
軍
隊
の
配
置
以

外
に
ど
の
よ
う
な
も
の
を
盛
り
込
ん
で
構
成
す
る
の
か
、
海
軍
の
対
内
的
機
能
は
ど
う
だ
っ
た

の
か
、
あ
る
い
は
日
本
が
制
度
を
導
入
し
た
外
国
軍
隊
の
災
害
出
動
は
ど
う
だ
っ
た
の
か
と
い

っ
た
点
も
論
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題
で
あ
ろ
う
。

本
論
文
の
多
く
の
章
が
既
発
表
論
文
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
た
め
、
叙
述
の
重
複
し
て
い
る

箇
所
、
記
述
の
前
後
し
て
い
る
箇
所
が
散
見
さ
れ
る
。
ま
た
、
術
語
の
使
用
が
適
切
で
な
い
も

の
、
想
い
の
余
る
あ
ま
り
叙
述
が
不
用
意
に
な
っ
て
い
る
箇
所
も
見
ら
れ
る
。

以
上
の
よ
う
な
問
題
も
含
む
が
、
本
論
文
は
日
本
軍
隊
の
対
内
的
機
能
・
役
割
の
形
成
を
、

制
度
・
実
態
に
亙
っ
て
歴
史
的
に
明
ら
か
に
し
た
論
文
と
し
て
高
く
評
価
で
き
る
。

よ
っ
て
本
論
文
の
提
出
者
吉
田
律
人
は
、
博
士
（
歴
史
学
）
の
学
位
を
授
与
さ
れ
る
資
格
が

あ
る
と
認
め
ら
れ
る
。

─ １１ ─



平
成
二
十
七
年
二
月
十
四
日

主
査

國
學
院
大
學
教
授

上

山

和

雄

◯印

副
査

國
學
院
大
學
教
授

樋

口

秀

実

◯印

副
査

東
京
大
学
大
学
院
教
授

鈴

木

淳

◯印
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吉
田
律
人

学
力
確
認
の
結
果
の
要
旨

左
記
三
名
が
各
専
門
分
野
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
学
力
確
認
の
試
験
を
行
っ
た
結
果
、
博
士
（
歴
史

学
）
の
学
位
を
授
与
さ
れ
る
学
力
が
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

平
成
二
十
六
年
十
二
月
二
十
四
日

学
力
確
認
担
当
者

主
査

國
學
院
大
學
教
授

上

山

和

雄

◯印

副
査

國
學
院
大
學
教
授

樋

口

秀

実

◯印

副
査

東
京
大
学
大
学
院
教
授

鈴

木

淳

◯印
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